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世界自然遺産に関する村民意向調査 中高生用 
小笠原の世界自然遺産について、 

あなたはどんなことを知っていますか？ 思っていますか？  
 

小笠原が世界自然遺産になってから 4 年が経過しました。 
 

小笠原の自然環境は、固有種を含めて多様な生き物が生育・生息する独自の生態系を形

成しています。それらの価値が認められ、平成 23 年に世界自然遺産となりました。その

一方で、様々な外来種の侵入による生態系への深刻な影響が続いており、自然環境を守り、

回復させる取組が現在も関係行政機関（環境省、林野庁、東京都、小笠原村など）や関係

団体等により進められています。しかし、これらの取組の多くは、中高生のみなさんには

あまりなじみがないかもしれません。 
 

そこで、皆さんが、世界自然遺産に関して肌で感じていることを広く把握するため、村

民意向調査を行うこととしました。今回の調査結果は、世界自然遺産に関する取組をこれ

からも進めていく上での参考にしたいと考えております。 

また、今回のアンケート調査の結果速報は、村民意見交換会（5 頁参照）において報告

する予定です。 
 

このアンケート調査は、本村の全ての中高生にお願いしています。ご回答いただいた内

容はすべて統計的に処理し、プライバシーの保護に配慮します。 

皆さんのご意見をうかがうことは、今後の取組のために重要なことですので、調査にご

協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

平成 27 年 9 月 小笠原村 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

１．ご回答方法は、あてはまる項目を選び、番号を〇で囲んでください。 

設問ごとに〈１つ〉、〈２つまで〉と指定されていますので、ご注意ください。 

「その他」を選ばれた場合は、差し支えない範囲で、（ ）内に具体的な内容

をご記入ください。 
 

２．お答えいただいた調査票は、担任の先生に提出してください。 

もしくは、村役場と母島支所に回収箱を９月 30 日（水）まで設置しており

ますので、そちらに投函してください。 
 

３．アンケートについてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。 
 

小笠原村 環境課 担当：和田、井上 

TEL 04998-2-3111  FAX 04998-2-3222 

E-mail  shizenkankyo@vill.ogasawara.tokyo.jp 
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Ａ 属性 

 

あなた自身のことについて、あてはまる項目を問ごとに１つ選んでください。 
 

問１ 性別 １ 男子       ２ 女子 

問２ 学年 
１ 中学 1 年生    ２ 中学 2 年生    ３ 中学 3 年生 

４ 高校 1 年生    ５ 高校 2 年生    ６ 高校 3 年生 

問３ 居住地 １ 父島在住     ２ 母島在住 

問４ 居住年数 

１ 1 年未満         ２ 1 年以上４年未満 

３ ４年以上 10 年未満    ４ 10 年以上 

（１～２は遺産登録後、３～４は遺産登録前から居住） 

 

 

Ｂ 自然環境の利用頻度 

 

あなたは普段、小笠原の自然をどのくらいの頻度で訪れていますか（散策、海水浴、

学校の授業など目的は問いません）。 

あてはまる項目を問ごとに１つ選んでください。 
 

問５ 父島 

   山域 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問６ 父島 

   浜・海岸 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問７ 南島 
１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問８ 母島 

   山域 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問９ 母島 

   浜・海岸 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問 10 父島属島 

   山域 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問 11 父島属島 

   浜・海岸 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問 12 母島属島 

   山域 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問 13 母島属島 

   浜・海岸 

１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 

問 14 海域 
１ ほぼ毎日   ２ 週に数回    ３ 月に数回 

４ 年に数回   ５ 数年に１回   ６ 行かない 
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Ｃ 世界自然遺産の姿 

 

あなたが最も大事だと思う小笠原の自然はなんですか。 

（ ）内に具体的な内容を簡潔にご記入ください。 
 

例）海のきれいさ、アカポッポ、乾性低木林、マイマイ  など 
 

問 15 大事な 

   自然 
（                             ） 

 

あなたは、世界自然遺産である小笠原が、将来どのような姿になっていてほしいと思

いますか。 

（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 
 

例）家の近くでアカガシラカラスバトが普通にいる 

  山の中を歩いていると、固有のマイマイが見られる 

  内地からの修学旅行生と小笠原の学校の生徒が、環境教育を通して交流している 

  世界各国から観光客が来て、美しい自然を楽しんでいる 
 

問 16 将来の 

   小笠原 
（                             ） 

 

 

Ｄ 世界自然遺産の価値を守る取組の認知度 

 

小笠原では、世界自然遺産の価値を守るため、様々な取組が行われており、下表に代

表的なものを紹介します。あなたはこれらの取組を知っていますか。 

あてはまる項目を問ごとに１つ選んでください。 
 

問 17 世界自然遺産の価値を守るための 

管理体制 
(管理計画、科学委員会、地域連絡会議など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 

問 18 陸産貝類の保全 
(ネズミ・プラナリア対策、陸産貝類の飼育など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 

問 19 在来の動物の保全 
(アカガシラカラスバト・オガサワラオオコウモリ・

固有トンボ類等の生息調査、ノネコ・アノール対策、

オガサワラハンミョウの飼育など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 

問 20 在来の植物の保全 
(モクマオウ・アカギ・ギンネム等の外来植物の駆除、

在来植生の回復、ノヤギ・ネズミ対策など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 

問 21 新たな外来種への対応 
(外来アリの侵入・拡散防止、愛玩動物由来の外来種

対策など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 
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問 22 村民参加の取組 
(兄島視察会、南島での外来種駆除、村民意見交換会

など) 

１ 知っている  ２ 聞いたことだけある 

３ 知らない 

 

 

Ｅ 村民と行政の連携 

 

Ｄで紹介した取組を、あなたは主にどのように知りましたか。 

あてはまる項目を１つ選んでください。 
 

問 23 情報発信 

１ 村民だより   ２ 村内の掲示板   ３ ビジターセンター 

４ ホームページ（村、自然情報センター、支庁など） 

５ 事業説明会や講演会など  ６ 全戸配布されるパンフレットなど 

７ その他（                         ） 

 

Ｄで紹介した取組に、あなたは将来、どのような形で関わりたいと思いますか。 

あなたの考えに一番近い項目を１つ選んでください。 
 

   村民の 

問 24 関わり方 

  （将来） 

１ 仕事の一環で関わりたい 

２ ボランティアで協力したい 

３ 村民参加の取組に参加したい 

４ 日常生活の中で世界自然遺産のためになることをしたい 

５ 関わりたくない 

６ その他（                         ） 

 

 

Ｆ 世界自然遺産に関する意見・感想 

 

小笠原では、現在も外来種による在来種への影響は大きく、それに対して世界自然遺

産の価値を守るための各取組が同時並行で進んでいます。 

このような状況に対して、課題だと考えること、不安に思っていること、こんな風に

したら良いなどの、あなたのご意見・ご感想等があれば、自由にお書きください。 
 

問 25 意見・感想 
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Ｇ 世界自然遺産地域で動物を飼うということ 

 

世界自然遺産に関する取組の一環で「新たな外来種の侵入・拡散防止」のための検討

が進められています。その中では、イヌ、ネコ以外のペットとなるような動物について

の対応も検討しており、村では、「愛玩動物による新たな外来種侵入・拡散に関する地

域課題ワーキンググループ（仮称）」を立ち上げ、ペットとして飼われている動物の適

正飼養の推進やペット由来の外来生物を生み出さないための具体的な検討を進める予

定にしています。 

そのような状況をふまえ、皆さんがどのような動物を飼っているかを把握するため、

あなたの飼育状況をうかがいます。 

 

あなたは、動物を飼っていますか。あてはまる項目を１つ選んでください。 

飼っている方は、飼っている動物の具体名をお書きください。 
 

例）イヌ、ネコ、カメ、インコ、金魚、カブトムシ  など 
 

問 26 飼育状況 
１ 飼っている 

２ 飼っていない 

具体名 

（                  ） 

 

また、あなたは今後、新たに動物を飼いたいですか。あてはまる項目を１つ選んでく

ださい。 

飼いたい方は、飼いたい動物の具体名をお書きください。 
 

問 27 飼育希望 
１ 飼いたい 

２ 飼いたくない 

具体名 

（                  ） 

 

ご協力、ありがとうございました。 

担任の先生に提出してください。 

 

なお、今回のアンケート調査の結果速報は、以下の日程で開催される村民意見交換会

において報告する予定です。皆様の参加をお待ちしております。 

 

 

 村民意見交換会について  
 

父島 10 月 17 日（土）18 時半から   場所：地域福祉センター会議室 

母島 10 月 19 日（月）18 時半から   場所：村民会館体育室 


